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1 はじめに
要求定義では，ステークホルダの要求を明確にするこ

とが求められている．要求定義を支援する手法として，
属性付きゴール指向要求分析法 AGORA (Attributed
Goal-Oriented Requirements Analysis Method) があ
る [1]．AGORAのゴールグラフには属性値を付与する
ため，他のゴール指向要求分析法と比べてステークホ
ルダを考慮した要求定義を行うことができる．しかし，
この属性値は，AGORAに慣れていないステークホル
ダには直感的な理解が困難であるという問題がある．
　本研究では，AGORAのゴールグラフに付与されて
いる属性値情報の視覚化方法を構築する．そして，こ
の視覚化方法を用いてAGORAの支援ツールを提案す
る．このツールを利用することで，ステークホルダに
とってAGORAが使いやすい手法になることを目標と
する．

2 AGORAの概要
AGORAは，ゴール指向要求分析法のゴールグラフ

に属性値として貢献度と満足度行列を付与することで
ステークホルダの要求を考慮することができる要求分
析法である．AGORAのゴールグラフ [2]を図 1に示
す．貢献度は，子ゴールが親ゴールに貢献している度
合いを示す．満足度行列は，各ステークホルダがゴー

図 1: AGORAのゴールグラフ
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ルが達成された場合にどのくらい賛成もしくは満足し
ているかを示す．これらは，-10 から 10 で評価する．
負の値は反対，正の値は賛成であることを示す．加え
て，自分自身の満足度だけではなく，他のステークホ
ルダの満足度を予想し，評価を行う．
図 1の例では，「進捗実績の即時把握」というゴール

に対して，顧客が自分自身の満足度を-3，管理者が顧
客の満足度の予想を 8，開発者が顧客の満足度の予想
を 8とそれぞれ評価したことを表す．このように，同
じ列の異なる行の成分の差が大きい場合に対立が起き
ていることが判断できる．これらにより，AGORAで
は，ステークホルダの合意形成度合いを判断し，要求
の優先順位付けを行うことができる．

3 AGORAの関連研究
AGORAの関連研究として，満足度行列からステー

クホルダの対立要因を分類する研究がある [3]．この研
究では，満足度行列の列や主対角線上の成分からステー
クホルダの対立を見つけて，その対立の原因をゴール
の誤解，評価基準の違い，利益供与の違いの 3つに分
類する方法を構築している．しかし，この研究の満足
度行列から対立を見つける方法は支援が不十分である
ため，AGORAの手法に慣れていないステークホルダ
にとって，対立を見つけることは困難であると考えら
れる．この問題を解決するために，対立が起きている
箇所を色で表現するツールがある [4]．これは，列や主
対角線上の成分の分散値が大きい場合に対立が起きて
いると判断し，満足度行列の列や主対角線上の成分に
色をつけるものである．このツールにより，対立の箇
所は見つけられるが，満足度行列の列の成分が予想値
であることを理解することは難しいと考えられる．

4 属性値情報の視覚化方法
本研究では，属性値から得られる情報に適した視覚

化方法でそれぞれ視覚化を行う．

4.1 主対角線上の成分の対立を示す鶏頭図
主対角線上の成分からわかるステークホルダの満足

度と利益供与の違いを図 2の左側の鶏頭図を用いて視
覚化する．鶏頭図は，複数のステークホルダの満足度
の大きさを表示し，比較が行えることから，満足度行
列から得られる情報の視覚化に適する．
　本研究では，鶏頭図に適用させるためにステークホ
ルダの満足度を絶対値に変換する．そして，賛成を青
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図 2: 満足度行列の視覚化

色，反対を赤色で示す．この鶏頭図は，扇形が同じ色
であり，面積の大きさが近いほど，ゴールに対して合
意形成度合いが高いことを意味する．

4.2 列の成分の対立を示す円環体の色
鶏頭図では，列の成分の対立が視覚化されていない．

そこで，列の成分の対立を示すために，鶏頭図の外側
に円環体を重ねて表示する．各項目ごとに円環体を分
割して，色を付けることで視覚化を行う．対立を示す
色は，橙色を使用する．対立の大きさは色の明度で表
す．この円環体は，色の明度が低いほど，満足度行列
にゴールの誤解や評価の違いがあることを意味する．

4.3 列の成分の対立要因を示す棒グラフ
列の成分の対立を解消するために，列の成分が評価

者自身が評価した数値と他のステークホルダからの予
想値であることを直感的に理解ができるように表示す
る必要がある．そこで，図 2の右側のアイコン付き棒
グラフを用いて視覚化を行なう．この棒グラフは満足
度行列の列の成分を棒の長さとする．棒の長さの差が
大きく色が異なる場合に列の成分の対立が起きている
ことを意味する．鶏頭図と同様に賛成は青色，反対は
赤色で表す．また，斜線は予想値を表し，アイコンは
列の成分の意味を表す．このアイコンは，ステークホ
ルダごとに「賛成している様子」，「反対している様子」，
「関心がない様子」，「予想している様子」がある．評価
者自身のアイコンと「予想している様子」の吹き出し
内のアイコンが異なる場合は，対立が起きていること
を意味する．

4.4 ゴール間の関係を示すエッジ
貢献度から得られる情報の視覚化では，貢献度が大

きいほど，子ゴールが親ゴールに大きく貢献している
ことが理解できるように視覚化する．貢献度の大きさを
色の明度とエッジの太さで示す．色の明度が低く，エッ
ジが太いほど貢献度が大きいことを意味する．

5 AGORAの支援ツール
4 で述べた，視覚化方法を用いて AGORA の支援

ツールを提案する．このツールの画面イメージを図 3

図 3: 支援ツール

に示す．このツールの利用手順を説明する．始めに，画
面中央のゴールグラフの鶏頭図から列の成分の対立を
見つける．円環体の色の明度が低いほど，ステークホ
ルダの対立が大きいと判断する．次に，対立がある鶏
頭図をクリックして，棒グラフを表示する．表示された
棒グラフから対立の要因を判断する．そして，解消する
か妥協案を考える．最後に，ゴールを選択する．ゴール
選択の例を図 3で説明する．「製造手順書の整備」と「シ
ミュレーションによる計画作成」を比較すると，ゴー
ル間のエッジが太く，鶏頭図の扇形の色が青く，それ
ぞれの扇形の面積が近いので，「製造手順書の整備」を
選択する．

6 評価
本研究では，属性値情報の視覚化方法が既存の数値

を表示するものより理解が容易であるか判断するため
の実験を行う．既存のAGORAのゴールグラフと本研
究で提案するAGORAの支援ツールの比較実験を行う．

7 まとめ
本研究では，AGORAのゴールグラフに付与されて

いる貢献度と満足度行列の視覚化方法を構築した．今
後は，従来のゴールグラフと視覚化した属性値を用い
たゴールグラフの比較実験を行い視覚化手法の有用性
を確認する．
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